
　

10
月
２
日
に
南
麓
祭
「
文
化
の

部
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
本
来
な

ら
６
月
に
行
う
は
ず
だ
っ
た
の
で
す

が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響

で
延
期
さ
れ
ま
し
た
。
中
止
も
心
配

さ
れ
ま
し
た
が
、
無
事
、
南
麓
祭

「
文
化
の
部
」
を
開
催
す
る
こ
と
が

出
来
ま
し
た
。
例
年
よ
り
規
模
を
縮

小
し
て
、
ス
テ
ー
ジ
発
表
の
み
と
な

り
ま
し
た
。
ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
対
策
と
し
て
生
徒
に
大
声
を

出
す
の
を
控
え
て
も
ら
う
な
ど
制
限

が
か
か
る
中
で
、
例
年
と
変
わ
ら
な

い
く
ら
い
盛
り
上
が
っ
て
良
か
っ
た

で
す
。

　
南
麓
祭
「
文
化
の
部
」
が
成
功
に

終
わ
っ
た
の
は
生
徒
全
員
が
協
力
し

た
か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。
発
表
者
は

僅
か
な
練
習
時
間
の
中
、
ク
オ
リ

テ
ィ
の
高
い
発
表
を
作
り
上
げ
て
く

れ
ま
し
た
。
発
表
し
な
い
生
徒
も
会

場
準
備
や
、
発
表
中
に
手
拍
子
を
す

る
な
ど
し
て
、
南
麓
祭
「
文
化
の

部
」
を
盛
り
上
げ
て
く
れ
ま
し
た
。

今
年
の
テ
ー
マ
「
和
衷
協
同
」
に

合
っ
た
南
麓
祭
「
文
化
の
部
」
に

な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

今
年
の
南
麓
祭
「
文
化
の
部
」

は
、
制
限
が
か
か
る
中
、
生
徒
全
員

の
協
力
で
素
晴
ら
し
い
も
の
に
な
り

ま
し
た
。
来
年
以
降
の
南
麓
祭
「
文

化
の
部
」
も
よ
り
良
い
も
の
に
な
る

こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　
10
月
に
芸
術
鑑
賞
会
が
あ
り

ま
し
た
。
芸
術
鑑
賞
会
で
は
落

語
と
漫
才
、
太
神
楽
を
映
像
で

見
ま
し
た
。
落
語
と
漫
才
は
テ

レ
ビ
で
も
見
た
事
が
あ
り
ま
し

た
が
、
太
神
楽
は
見
た
事
が
な

か
っ
た
の
で
と
て
も
楽
し
み
で

し
た
。

　
漫
才
で
川
根
高
校
を
ネ
タ
に

し
て
い
た
だ
き
、
ク
ラ
ス
の
中

で
も
笑
い
が
絶
え
ま
せ
ん
で
し

た
。
落
語
で
は
、
落
語
は
ど
う

い
う
も
の
か
と
い
う
事
を
最
初

に
説
明
を
し
て
頂
い
た
の
で
、

よ
り
楽
し
み
な
が
ら
見
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
と

い
う
こ
と
で
例
年
と
は
違
っ
た

形
で
の
芸
術
鑑
賞
会
で
し
た

が
、
全
員
が
楽
し
み
、
普
段
で

き
な
い
体
験
を
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
落
語
芸
術
協
会
の

皆
さ
ん
が
、
私
達
の
た
め
に
時

間
を
作
り
、
ビ
デ
オ
を
撮
っ
て

く
だ
さ
っ
た
た
め
、
芸
術
鑑
賞

会
を
開
く
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
出
演
し
て
く
だ
さ
っ
た

方
々
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　
今
回
は
、
映
像
で
の
鑑
賞
会

で
し
た
が
、
実
際
に
落
語
を
見

て
み
た
い
と
思
い
ま
し
た
。
今

は
難
し
い
で
す
が
、
自
分
で
お

金
を
稼
ぐ
よ
う
に
な
っ
た
ら
、

友
達
や
家
族
と
一
緒
に
見
に
行

き
た
い
で
す
。
そ
し
て
、
伝
統

芸
能
の
素
晴
ら
し
さ
を
も
っ
と

多
く
の
人
に
知
っ
て
も
ら
い
、

ず
っ
と
続
け
ば
良
い
な
と
思
い

ま
す
。
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広告掲載に関するお問合せは、
 情報政策課までお願いします。

電話　0547（56）2232
FAX　0547（56）2235

川根自動車株式会社
川根本町上長尾869-2　　☎0547（56）0150四国宇和島の闘牛大会の横綱　「天龍」

新年あけましておめでとうございます。
今年は丑（うし）年、寒い冬に耐えて芽生えの春に向けて辛抱強く養分を蓄え、

年を重ねるごとに頭角を現す丑（うし）年。
今年も昨年同様、かわね自動車をよろしくお願いいたします。
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○町民ギャラリー（年中無休）
・デスケルクラブ＆色鉛筆愛好会作品展（12/10～１/11）
・書初め展（1/15～31）

◯文化会館
＊1月4日～12日まで、成人式のため展示不可
・水難事故ポスター入賞作品展（1/13～27）

※月末および月初めは、作品の入替え作業により、展示作品が変わる場合があります。

皆さまお誘いあわせのうえご観覧下さい！

1月の展示

ふる里の隠れた魅力発見！
　ふるさと発見団の活動を行いました！

ワンタッチバレーボールの会を
開催しました

　第１回ふるさと発見団の活動を行いました。
　「川根探検隊～アドベンチャーハイキング～」と題し、参加
した小学生が、接岨峡でのハイキングを通して川根本町にどん
な自然があるか探検しました。
　また、今回は初めての試みとして、川根高校の生徒の皆さんがスタッフとして参加しました。
当日の案内はもちろん、行程を企画する段階から参加してもらい、より楽しく学べるよう様々な
意見を出してくれるなど、多大なご協力をいただきました。
　子ども達からは「楽しかった」「いろんな虫や植物を見つけられた」「高校生や他の学校のみん

なとも仲良くなれて嬉しかった」などの声が上がり、楽しく、有
意義な活動となりました。
　無事成功させることができて、高校生の皆さんも長い時間をか
けて準備をしてきた甲斐があったと達成感を感じていました。
　次回の第２回ふるさと発見団は２月を予定しています。
　新型コロナウイルス感染症対策を徹底して実施していきますの
で、ご理解いただきますようよろしくお願いいたします。

　本川根Ｂ＆Ｇ海洋センター体育館で、令和２
年度ワンタッチバレーボールの会が実施されま
した。「必ず違う人が４回タッチしてから相手
コートに返す」、「両手でのゆるやかなサーブ」
「スパイクの禁止」など誰でも楽しめるように
配慮した本町考案のバレーボールです。
　当日は５チーム44名の方が参加しました。どのチームも優
勝を目指して、日頃の練習の成果を発揮しながら、お互いに声

を出してボールをつなぎ試合を楽しんでいました。
　参加していただいたチームの皆さま、ありがとうございました。

参加チーム：①☆HAYASHI☆　②マルヤーズ　
　　　　　　③ブルーメ　④KHY-A　⑤KHY-B

11/22

11/29

試合結果：
 １位　☆HAYASHI☆
 ２位　マルヤーズ
 ３位　ブルーメ

ここにも、一つの物語。
広報かわねほんちょう 1617


